
日本学生支援機構（jasso）の奨学金利用を予定されている皆様へ 

20２３/4/２６・２７・２８ 予約奨学金説明会 

予約奨学金について 

【はじめに ～いつお金が必要か～】 

①入学試験を受けるとき（９月～３月） 

②合格が出たとき（※合格が早ければ納入時期も早まります。） ←この費用を借りるのは「国の教育ローン」 

 １回目の納入：入学金（20～30万円程度） 

 ２回目の納入：前期授業料（５０～８０万円程度）＋α（設備利用費など） 

③入学から卒業までの学費 ←この費用を借りるのが「奨学金」 

 ※機構の奨学金は入学後も申請できます。また、大学独自の奨学金制度もあります。 

 ※jassoの奨学金が使えない学校もあります。各自で確認してください。（冊子内に案内があります） 

「奨学金」はあなた自身が返済義務を負う借金であることをよく自覚してください。 

 

【申請の流れ】 ※随時教室掲示で連絡をします。必ず確認してください。 
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【今からすること】 

①説明を聞き、奨学金についてよく理解する。 

②「スカラネット」（ネット申込み）用の金岡高校「識別番号」の確認・封筒記入。 

ユーザーID（半角数字） 26322300 

パスワード（半角英数・小文字） 
kvx2c4qa 

ｹｰ･ﾌﾞｲ･ｴｯｸｽ･2･ｼｰ･4･ｷｭｰ･ｴｰ 

③同封書類の確認 

※これだけ見ればわかる、という資料はありません。全部読んでください。 

※原則として、質問は本日配布の質問用紙で受け付けます。 

名称 色 用途 

早わかりガイド 黄色冊子 最初に読んで奨学金の仕組みを理解する 

貸与奨学金案内 青色冊子 貸与（借りる）奨学金の説明（一種と二種とがあります） 

給付奨学金案内 緑色冊子 給付（もらう）奨学金の説明 

 申込みのてびき 赤色冊子 重要 申込みの内容を記入し整理する 

→完成後確認の上、スマホ・パソコン等で入力 

 様式集 赤色冊子 

中ほど 

機構に提出する申込書類すべての様式がここにある 

必要なものを切り取って使うので無くさないこと！ 

「マイナンバー提出」

のセット 

水色封筒 入力後、一週間以内に機構にマイナンバー関係の書類を郵

送する時に使う ※申込 IDと初期パスワードの記載あり 



 

④同封書類をよく読み、「申込みのてびき」を今日から記入開始する。 

※スカラネット入力は帰宅後保護者と相談し、「申込みのてびき」の記入完了のうえで開始してください。 

☆今日この説明会で P１０まで一緒に記入します。以降は保護者と相談しながら記入を進めてください。 

 

【てびき P11以降の注意！】 

※貸与奨学金の種類を選ぶポイント※ 

 １．「成績基準」（２年次までの評定平均）を担任に、「家計基準」を保護者に確認しましたか？ 

 ２．（成績または家計の基準を満たす人は）第一種奨学金だけで足りますか？ 

   →足りないなら第二種も検討しましょう。第二種の方が借りられる金額は大きくなります。 

 ３．いくら奨学金から借りて、いくら自己資金から出しますか？ 

   →一種と二種両方借りることを、「併用貸与」といいます。併用貸与の場合、借りすぎに注意してくださ

い。金額は「進学届」提出時に変更することができます。 

 ４．家計状況に合わせたプランニングができていますか？ 

   →「はやわかりガイド」（黄色）P５のシミュレーターを利用してください。（「家計基準」に該当するかどう

かも確認できます。保護者の方に必ず案内してください。） 

 

☆奨学金の種類 → 「貸与奨学金案内」（青色）「給付奨学金案内」（緑色）を今から少し一緒に読みましょう。 

 

☆以下の注意事項をよく読んで、てびきの P１１を検討してください。 ← 一番大事！ 

 《給付奨学金の申込み》 →緑色冊子でよく確認。審査があります。 

 《貸与奨学金の申込み》 →青色冊子でよく確認のうえ、以下を検討。 

 □１ 第一希望：第一種 

    ▶第一種が不採用になると、何も借りられなくなります。また、「給付奨学金」を受けることになると、第

一種奨学金の上限が制限されます（＝併給調整）。 

 □２ 第一希望：第一種  第二希望：第二種 

    ▶第一種の金額だけで足りる場合（私立大学で自宅通学なら最高でも月５４,０００円）に選択。第一希望

で通らなければ第二希望での審査になり、第二希望でも通らなければ奨学金は借りられないという

ことになります。（ただし、第二種の家計基準は緩やかですので、審査はほぼ通ります。） 

 □３ 第一希望：第二種 

    ▶□１と同じように、審査が通らなければ何も借りられません。 

 □４ 第一希望：併用貸与 

    ▶第一種と第二種を両方借りたいという選択です。ただし、この選択の仕方で審査が通らなければ何

も借りられなくなります。それは困るという場合は□６、□７を検討してください。また併用貸与とな

れば、返済額が多額になることもよく含んでおくこと。 

 □５ 第一希望：併用貸与  第二希望：第一種 

    ▶両方審査が通らなければ、何も借りられません。第二希望で通ると借りられるのは第一種のみです。 

 □６ 第一希望：併用貸与  第二希望：第一種  第三希望：第二種 

    ▶もし第一希望が落ちて、第二希望で採用になると、借りられるのは第一種だけになります。第一種だ

けでは足りないという人は、□７を検討してください。 

 □７ 第一希望：併用貸与  第二希望：第二種 

    ▶このパターンが多いと思われますが、借りすぎに注意。 

 《入学時特別増額貸与奨学金（一時金）の申込み》 

    ▶奨学金の最初の振り込み時（次年度４月以降）に金額を上乗せして貸与する制度です。利用には前提

として「国の教育ローン」（奨学金とは別の制度）への申込みが必要です。「貸与奨学金案内」（青色）の

P21をよく読んでください。また、進学後の追加は原則できませんので注意してください。 



 （補足）「入学時特別増額貸与奨学金」について 〈青冊子 P４と P２１を参照〉 

     ▶制度としては入学後の４月に増額（１０～５０万円）をするものですが、この増額金を担保にすること

で、入学前の資金を融資してもらえる「労働金庫（ろうきん）」の制度（つなぎ融資）があります。進

学先への入学金等、入学前に必要なお金を借りたい場合に検討してください。申し込みには条件が

ありますので、詳細は青冊子の P２２を参照してください。 

      ※つなぎ融資の申込には予約奨学金の「決定通知」が必要になるため、早くても１０月下旬ごろから

の申し込み開始になります。 

      ※「決定通知」にて国の教育ローン「申込不要」と記載されている場合は、ローン申し込みなしで増

額を受けられます。「申込必要」と記載されている場合には、ローンに申し込み、審査に通らなか

った場合のみ増額を受けられます。（ローン審査が通れば、入学時特別増額ではなく、ローンを利

用することになります。） 

 

《貸与奨学金の内容》 てびき P１２～の記入 

 ※以下の項目は、変更できる内容とできない内容とがあります。緑冊子 P２５をよく確認してください。 

 金   額 ： 青冊子を読んで記入 

 返還方式 ： 返済をする際の方式を選択できます。選択肢があるのは第一種だけですが、方式の内容をよ

く理解して選択してください。 

 保証制度 ： 奨学金の返済についてあなたと同等の責任を負う人を選ぶ項目です。保証機関に依頼する

もの（機関保証）と、親族に依頼するもの（人的保証）とがあります。 

 利率の算定方式  : 返済時にかかる利子をどうやって計算するかを選択します。 

 

【今後の流れ】 

①自分の進学希望先で、いつ・何に・いくら必要なのかを確認する。（「入試要項」あるいは HPで確認。） 

※この奨学金は来年の４月からしか入金されません。合格後すぐに必要になる入学金などを借りたい場合

は、「国の教育ローン」（縦長リーフレット）等を検討してください。 

②聞きたいことがあれば、「質問用紙」を記入して担任に提出する。→返答は文書で行います。 

 ※マイナンバー関係は下記専用ダイヤルへ問い合わせてください。 

③必要な金額に応じて、P１１以降の申込内容を検討・決定・記入する。 

④期限までに「申込のてびき」の記入ページを全て完成させる。←内容に応じて必要書類を準備する。 

⑤「申込のてびき」の記入内容にもとづいて、ネット入力をする。（スマホでできます。） 

⑥期限までにマイナンバー関連種類を専用の封筒で郵送（簡易書留）する。 

⑦期限までに必要書類を担任に提出する。 

 ※学校から申請書類郵送後に不備があると再度手続きが必要になり、決定通知の時期が遅れます。 

 ※「様式集」（青）から切り取り、「提出書類一覧表」を表紙にしてホチキス留めにして提出する！ 

⑧１０～１２月に「決定通知」を受け取り、入学まで保管する。 

⑨入学後に「進学届」を提出する。（提出しなければキャンセルになります。金額等の変更も可能です。） 

⑩次年度４月以降（最短で４月下旬）、奨学金が月 1回振り込まれる。 

 

【注意事項】 

☆質問は下記機構の相談センターへ問い合わすか、学校へは本日配布の質問用紙でお願いします。（なるべ

く文書でのやり取りをしたいと思っています。） 

☆今日説明した日本学生支援機構（jasso）の予約奨学金は 3年学年団と進路指導部が担当します。 

進路指導部担当者 ： 海老原・石川・安川 

☎機構の相談センター     （0570-666-301）   
☎マイナンバーに関する問合せ（０５７０‐００１‐３２０） 


